
(57)【要約】

【課題】　所定の寸法を確実に維持できる内視鏡用可撓

管を提供する。

【解決手段】　外力が加えられていない自然状態にあっ

て、ピッチＰ1が１．５（ｍｍ）である螺旋管２４の一

端を棒状部材に仮留して固定し、固定されていない他方

の端部を固定された端部に近づけるように、螺旋管２４

を収縮させる。そして、螺旋管２４の両端をハンダによ

って網状部材に固定し、自然状態でのピッチＰ1よりも

短いピッチＰ2を有するように螺旋管２４を収縮状態に

保持する。その後、収縮状態で保持した螺旋管２４を仮

留されていた棒状部材から取外し、可撓管の製造に用い

る。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 帯 状 部 材 を 所 定 の 巻 付 け 間 隔 で 螺 旋 状 に 巻 い た 螺 旋 管 を 備 え る 内 視 鏡 用 可 撓 管 で あ っ て
、 前 記 螺 旋 管 が 、 外 力 が 加 え ら れ て い な い 自 然 状 態 に あ る と き よ り も 前 記 巻 付 け 間 隔 が 短
く な る よ う に 収 縮 さ れ た 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 螺 旋 管 の 外 周 側 に あ る 網 状 部 材 を さ ら に 有 し 、 前 記 網 状 部 材 に よ り 前 記 螺 旋 管 が 収
縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 網 状 部 材 の 外 周 側 に あ る 外 皮 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内
視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 巻 付 け 間 隔 が 、 前 記 螺 旋 管 が 自 然 状 態 に あ る と き の ０ ． ５ ～ ０ ． ９ 倍 に な る よ う に
、 前 記 螺 旋 管 が 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可
撓 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 螺 旋 管 が 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る と き の 前 記 螺 旋 管 の 幅 に 対 す る 前 記 巻 付 け 間 隔
の 比 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。 　
【 請 求 項 ６ 】
　 帯 状 部 材 を 所 定 の 巻 付 け 間 隔 で 螺 旋 状 に 巻 い て 螺 旋 管 を 形 成 し 、
　 外 力 が 加 え ら れ て い な い 自 然 状 態 に あ る と き よ り も 前 記 巻 付 け 間 隔 が 短 く な る よ う に 収
縮 さ せ た 収 縮 状 態 で 前 記 螺 旋 管 を 保 持 し 、
　 収 縮 状 態 で 保 持 し た 前 記 螺 旋 管 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 網 状 部 材 を 前 記 螺 旋 管 の 外 周 側 に 設 け 、 前 記 網 状 部 材 に よ り 前 記 螺 旋 管 を 収 縮 状 態 で 保
持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 網 状 部 材 の 外 周 側 に 外 皮 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓
管 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 の 可 撓 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 撮 像 素 子 等 が 内 蔵 さ れ た ス コ ー プ を 被 写 体 で あ る 人 体 の 内 部 に
送 り 込 む た め に 、 可 撓 管 が 用 い ら れ る 。 内 視 鏡 用 の 可 撓 管 は 、 一 般 に 、 帯 状 の 金 属 片 を 巻
い た 螺 旋 管 と 、 螺 旋 管 の 外 側 に 配 置 さ れ た 網 状 部 材 と 、 網 状 部 材 の 表 面 を 覆 う 樹 脂 等 の 外
皮 を 含 み 、 そ の 中 心 部 分 に は ケ ー ブ ル 類 等 が 通 っ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ７ ７ １ ７ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ ３ ６ ］ ～ ［ ０ ０ ４ ０ ］ 、 図
２ 等 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 用 の 可 撓 管 は 、 体 内 に 挿 入 さ れ る た め 、 消 毒 液 へ の 浸 食 、 洗 浄 等 に よ り 、 清 浄 に
さ れ た 状 態 で 使 用 さ れ る 。 ま た 、 最 近 で は 、 高 温 高 圧 の 水 蒸 気 を 用 い て 内 視 鏡 用 可 撓 管 の
表 面 を 減 菌 す る オ ー ト グ レ ー ブ 法 が 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 表 面 を 被 覆 す る 樹 脂 は 、 オ ー ト グ レ ー ブ 法 に よ る 減 菌 等 の た め に 高 温
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高 圧 下 に お か れ る と 収 縮 す る こ と が あ る 。 そ し て 、 樹 脂 層 が 収 縮 し て 可 撓 管 が 本 来 の 長 さ
よ り も 短 く な る と 、 管 内 に 設 け ら れ た ケ ー ブ ル 等 が 破 損 し 、 可 撓 管 が 故 障 す る お そ れ が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 所 定 の 寸 法 を 確 実 に 維 持 で き る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 帯 状 部 材 を 所 定 の 巻 付 け 間 隔 で 螺 旋 状 に 巻 い た 螺 旋 管 を 備
え 、 螺 旋 管 が 、 外 力 が 加 え ら れ て い な い 自 然 状 態 に あ る と き よ り も 巻 付 け 間 隔 が 短 く な る
よ う に 収 縮 さ れ た 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 螺 旋 管 の 外 周 側 に あ る 網 状 部 材 を さ ら に 有 し 、 網 状 部 材 に よ り 螺 旋
管 が 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ し て こ の 場 合 、 網 状 部 材 の 外 周 側 に あ
る 外 皮 を さ ら に 有 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 巻 付 け 間 隔 が 、 螺 旋 管 が 自 然 状 態 に あ る と き の ０ ． ５ ～ ０ ． ９ 倍 に な る よ う に 、 螺 旋 管
が 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 螺 旋 管 が 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る
と き の 螺 旋 管 の 幅 に 対 す る 巻 付 け 間 隔 の 比 が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 は 、 帯 状 部 材 を 所 定 の 巻 付 け 間 隔 で 螺 旋 状 に 巻 い て
螺 旋 管 を 形 成 し 、 外 力 が 加 え ら れ て い な い 自 然 状 態 に あ る と き よ り も 巻 付 け 間 隔 が 短 く な
る よ う に 収 縮 さ せ た 収 縮 状 態 で 螺 旋 管 を 保 持 し 、 収 縮 状 態 で 保 持 し た 螺 旋 管 を 用 い る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 に お い て は 、 網 状 部 材 を 螺 旋 管 の 外 周 側 に 設 け 、 網 状 部 材 に
よ り 螺 旋 管 を 収 縮 状 態 で 保 持 す る こ と が 好 ま し い 。 そ し て こ の 場 合 、 網 状 部 材 の 外 周 側 に
外 皮 を 設 け る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 所 定 の 寸 法 を 確 実 に 維 持 で き る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 内
視 鏡 ス コ ー プ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 （ 図 示 せ ず ） の 一 部 で あ っ て 、 吸 引 ボ タ ン １ ２
、 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ４ な ど の 操 作 ボ タ ン を 有 す る 操 作 部 １ ６ と 、 操 作 部 １ ６ か ら 延 出 し
、 被 写 体 で あ る 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 管 ２ ０ と を 含 む 。 可 撓 管 ２ ０ の 先 端 部 ２ ２ に
は 、 被 写 体 画 像 を 生 成 す る た め の 撮 像 素 子 、 対 物 レ ン ズ 等 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 可 撓 管 ２ ０ は 、 人 体 内 に 挿 入 さ れ る た め に 湾 曲 可 能 で あ り 、 特 に 、 被 写 体 観 察 や 患 部 の
処 置 を 容 易 に す る た め に 、 先 端 部 ２ ２ の 付 近 は 大 き い 角 度 で 曲 げ る こ と が で き る 。 ま た 、
内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ は 、 操 作 部 １ ６ が 電 子 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ （ 図 示 せ ず ） に 取 付 け
ら れ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 可 撓 管 ２ ０ の 一 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 撓 管 ２ ０ は 、 螺 旋 管 ２ ４ と 、 螺 旋 管 ２ ４ の 表 面 を 覆 う よ う に 、 螺 旋 管 ２ ４ の 外 周 側 に
配 置 さ れ た 網 状 部 材 ２ ６ と を 含 む 。 そ し て 網 状 部 材 ２ ６ の 外 側 に は 、 樹 脂 製 の 外 皮 層 ３ ０
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が 設 け ら れ て い る 。 外 皮 層 ３ ０ は 、 可 撓 管 ２ ０ の 表 面 を 覆 っ て お り 、 被 写 体 で あ る 患 者 の
体 液 や 消 毒 液 等 が 可 撓 管 ２ ０ の 内 部 に 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 螺 旋 管 ２ ４ の 内 側 に は 、 撮 像 素 子 に よ り 生 成 さ れ た 画 像 信 号 を プ ロ セ ッ サ に 送 信 す る た
め の ケ ー ブ ル や 、 プ ロ セ ッ サ に あ る 光 源 か ら の 光 を 通 過 さ せ る ラ イ ト ガ イ ド 、 送 気 ・ 送 水
管 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） 等 が 通 っ て い る 。 螺 旋 管 ２ ４ の 内 径 お よ び 外 径 は い ず れ も 一 定 で
あ り 、 網 状 部 材 ２ ６ の 幅 、 外 皮 層 ３ ０ の 厚 さ も 一 定 で あ る こ と か ら 、 可 撓 管 ２ ０ の 径 も ま
た 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 螺 旋 管 ２ ４ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ て い る が 、 ス テ ン レ
ス 鋼 の 他 に 銅 合 金 等 が 用 い ら れ て も 良 い 。 ま た 、 網 状 部 材 ２ ６ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 細 線 が
網 状 に 配 置 さ れ た も の で あ り 、 細 線 の 材 料 と し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 他 に 、 銅 合 金 、 あ る
い は 樹 脂 が 使 用 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 螺 旋 管 ２ ４ は 、 例 え ば 、 幅 が ２ ～ ５ （ ｍ ｍ ） 、 厚 さ が ０ ． １ ～ ０ ． ５ （ ｍ ｍ ） 程 度 の 帯
状 部 材 を 用 い て 形 成 さ れ る 。 こ こ で は 、 幅 は ３ ． ２ （ ｍ ｍ ） 、 厚 さ は ０ ． ２ （ ｍ ｍ ） で あ
り 、 ま た 螺 旋 管 ２ ４ の 内 径 は お よ そ ７ （ ｍ ｍ ） で あ る 。 そ し て 網 状 部 材 ２ ６ は 、 直 径 ０ ．
０ ８ （ ｍ ｍ ） の ス テ ン レ ス 鋼 の 細 線 を 網 組 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 外 皮 層 ３ ０ と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ
レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー
ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ ブ チ テ レ フ タ レ ー ト 等 の ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ ス チ レ ン
樹 脂 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 エ チ レ ン － テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 共 重 合 体 等 の フ
ッ 素 系 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 等 の 可 撓 性 を 有 す る 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ
リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、 フ ッ 素 系 等 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 等
が 使 用 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の 樹 脂 等 を 複 数 組 合 せ て 、 外 皮 層 ３ ０ の 材 料 と し て も 良 い
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 外 皮 層 ３ ０ は 、 可 撓 管 ２ ０ の 耐 久 性 と 湾 曲 性 と の い ず れ も が 良 好 で あ る よ う に 、
０ ． １ ～ １ ． ０ （ ｍ ｍ ） 程 度 の 厚 さ で あ る こ と が 好 ま し く 、 こ こ で は ０ ． ５ （ ｍ ｍ ） で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 引 き 続 き 、 可 撓 管 ２ ０ の 製 造 方 法 に つ き 説 明 す る 。 図 ３ は 、 螺 旋 状 に 巻 付 け ら れ 、 外 力
の 加 わ ら な い 自 然 状 態 に あ る 螺 旋 管 ２ ４ と 、 収 縮 状 態 に あ る 螺 旋 管 ２ ４ と を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 の 帯 状 部 材 を 金 属 製 の 棒 状 部 材 （ 図 示 せ ず ） に 沿 う よ う に 巻 き 回 し 、 図 示
す る 螺 旋 管 ２ ４ を 形 成 す る 。 こ の と き 、 外 力 が 加 え ら れ て い な い 自 然 状 態 に あ る 螺 旋 管 ２
４ の ピ ッ チ （ 巻 付 け 間 隔 ） Ｐ 1 は １ ． ５ （ ｍ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 自 然 状 態 の 螺 旋 管 ２ ４ を そ の ま ま 可 撓 管 ２ ０ の 製 造 に 用 い ず に 、 収 縮
さ せ た 状 態 の 螺 旋 管 ２ ４ を 用 い る 。 こ れ は 、 自 然 状 態 で の ピ ッ チ Ｐ 1 よ り も 短 い ピ ッ チ Ｐ 2

を 有 す る よ う に 収 縮 さ せ た 螺 旋 管 ２ ４ を 用 い る こ と に よ り 、 外 皮 層 ３ ０ の 収 縮 に 対 す る 螺
旋 管 ２ ０ の 反 発 力 を 向 上 さ せ 、 外 皮 層 ３ ０ の 収 縮 に よ り 可 撓 管 ２ ０ が 破 損 す る こ と を 防 止
す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 自 然 状 態 に あ る 螺 旋 管 ２ ４ の 一 端 を 棒 状 部 材 に 仮 留 し て 固 定 し 、 固 定 さ れ て
い な い 他 方 の 端 部 を 固 定 さ れ た 端 部 に 近 づ け る よ う に 、 螺 旋 管 ２ ４ を 収 縮 さ せ る 。 こ の と
き 、 収 縮 状 態 に あ る 螺 旋 管 ２ ４ の ピ ッ チ Ｐ 2 が １ ． ０ （ ｍ ｍ ） と な る よ う に 、 螺 旋 管 ２ ４
の 他 方 の 端 部 も 棒 状 部 材 に 仮 留 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 収 縮 状 態 の 螺 旋 管 ２ ４ の 外 周 側 を 網 状 部 材 ２ ６ で 覆 い 、 螺 旋 管 ２ ４ と 網 状 部 材
２ ６ と か ら 成 る 、 可 撓 管 ２ ０ の 中 間 体 と し て の 芯 材 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る 。 こ の と き 、
螺 旋 管 ２ ４ の 両 端 が ハ ン ダ に よ っ て 網 状 部 材 ２ ６ に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 所 定 の ピ ッ
チ Ｐ 2 を 保 つ よ う に 、 網 状 部 材 ２ ６ に よ っ て 螺 旋 管 ２ ４ が 収 縮 状 態 に 保 持 さ れ る と 、 芯 材
は 仮 留 さ れ て い た 棒 状 部 材 か ら 取 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 螺 旋 管 ２ ４ を 大 幅 に 縮 小 さ せ る 、 す な わ ち ピ ッ チ Ｐ 2 を ピ ッ チ Ｐ 1 に 対 し て 大 き
く 縮 め る と 、 外 皮 層 ３ ０ の 収 縮 に 対 す る 螺 旋 管 ２ ０ の 反 発 力 が よ り 向 上 し 、 可 撓 管 ２ ０ の
構 造 が 安 定 す る も の の 、 あ ま り に 大 き く 縮 小 さ せ る と 、 帯 状 部 材 の 捩 れ が 大 き く な り 、 網
状 部 材 ２ ６ お よ び 外 皮 層 ３ ０ が 平 坦 で は な く な る お そ れ が あ る 。 以 上 の こ と か ら 、 収 縮 状
態 で の ピ ッ チ Ｐ 2 が 、 自 然 状 態 で の ピ ッ チ Ｐ 1 の ０ ． ５ ～ ０ ． ９ 倍 程 度 で あ る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 螺 旋 管 ２ ４ が 収 縮 状 態 に あ る と き の ピ ッ チ Ｐ 2 が あ ま り に 短 い 場 合 、 可 撓 管 ２ ０
の 湾 曲 性 が 低 下 す る 。 一 方 、 収 縮 状 態 で の ピ ッ チ Ｐ 2 が 長 過 ぎ る と 、 可 撓 管 ２ ０ の 強 度 が
低 下 す る 。 以 上 の こ と か ら 、 螺 旋 管 ２ ４ が 収 縮 状 態 で 保 持 さ れ て い る と き の 螺 旋 管 ２ ４ の
幅 Ｗ に 対 す る ピ ッ チ Ｐ 2 の 比 が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ で あ る こ と 、 す な わ ち 、 ピ ッ チ Ｐ 2 が 螺 旋
管 ２ ４ の 幅 Ｗ の ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ 倍 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 螺 旋 管 ２ ４ の 仮 留 に 用 い る 棒 状 部 材 の 直 径 を 調 整 す る こ と に よ り 、 収 縮 状 態 で の
螺 旋 管 ２ ４ の 内 径 が 所 望 の 値 と な る よ う に 調 整 さ れ る 。 こ こ で は 、 棒 状 部 材 の 直 径 は 、 巻
き 回 さ れ た 螺 旋 管 ２ ４ の 内 径 と ほ ぼ 等 し い 約 ７ （ ｍ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 、 外 皮 層 ３ ０ を 成 形 す る た め に 作 動 中 の 押 出 し 成 形 機 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。 図
５ は 、 図 ４ に 示 す 押 出 し 成 形 機 の ヘ ッ ド 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 押 出 し 成 形 機 ４ ０ は 、 押 出 し 機 ４ ２ と 、 ヘ ッ ド 部 ４ ４ と を 含 む 。 押 出 し 機 ４ ２ は 、 樹 脂
な ど の 成 形 材 料 を 加 熱 し つ つ ヘ ッ ド 部 ４ ４ に 送 り 出 し 、 ヘ ッ ド 部 ４ ４ は 、 管 状 部 材 を 押 出
す よ う に 移 動 さ せ な が ら 、 押 出 し 機 ４ ２ か ら 送 り 出 さ れ た 成 形 材 料 を 管 状 部 材 の 表 面 に 向
け て 吐 出 す る 。 こ の 押 出 し 成 形 機 ４ ０ に よ り 、 管 状 部 材 の 表 面 を 樹 脂 な ど の 成 形 材 料 で 覆
う 押 出 し 成 形 が 行 な わ れ る 。 こ こ で は 、 以 下 に 述 べ る よ う に 、 押 出 し 成 形 機 ４ ０ を 用 い た
押 出 し 成 形 に よ り 、 管 状 部 材 で あ る 芯 材 の 表 面 に 外 皮 層 ３ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 外 皮 層 ３ ０ の 材 料 で あ る ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） の 固
形 樹 脂 ４ ６ を 、 押 出 し 機 ４ ２ の 材 料 投 下 口 Ｍ か ら 、 シ リ ン ダ ４ ８ 内 に 適 量 ず つ 投 下 す る 。
シ リ ン ダ ４ ８ に は 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ が 設 け ら れ て お り 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ は 、 所 定 の 速 度 で
回 転 す る 。 シ リ ン ダ ４ ８ 内 は 、 予 め 所 定 の 温 度 と な る よ う に 加 熱 さ れ て い る た め 、 投 下 さ
れ た 固 形 樹 脂 ４ ６ は 、 熱 せ ら れ て 徐 々 に 溶 け な が ら ス ク リ ュ ー ５ ０ の 表 面 に 付 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス ク リ ュ ー ５ ０ の 表 面 に は 、 帯 状 の 突 起 部 ５ ２ の 間 に 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ス
ク リ ュ ー ５ ０ が 回 転 す る と 、 加 熱 さ れ た Ｔ Ｐ Ｏ は 、 徐 々 に 流 動 性 を 増 し な が ら ス ク リ ュ ー
５ ０ 表 面 の 溝 内 を 流 れ 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ の 先 端 部 ５ ０ Ｔ に 向 け て 運 ば れ る 。 さ ら に 、 Ｔ Ｐ
Ｏ は 、 ス ク リ ュ ー 先 端 部 ５ ０ Ｔ か ら ヘ ッ ド 部 ４ ４ 内 に 設 け ら れ た 供 給 路 ５ ４ に 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ヘ ッ ド 部 ４ ４ に は 、 芯 材 な ど の 管 状 部 材 を 、 軸 方 向 に 所 定 の 速 度 で 移 動 さ せ る た め の 搬
送 路 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 供 給 路 ５ ４ と 搬 送 路 ５ ６ と は つ な が っ て お り 、 供 給
路 ５ ４ を 通 過 し た Ｔ Ｐ Ｏ は 、 搬 送 路 ５ ６ を 矢 印 Ａ の 示 す 軸 方 向 に 移 動 し て い る 芯 材 ５ ８ の
表 面 に 吐 出 さ れ 、 冷 却 さ れ て 硬 化 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 こ の よ う に 、 芯 材 ５ ８ の 表 面 に 、 Ｔ
Ｐ Ｏ の 外 皮 層 ３ ０ を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ う し て 形 成 さ れ る 外 皮 層 ３ ０ の 厚 さ は 、 押 出 し 成 形 に お け る 芯 材 ５ ８ の 引 き 速 度 、 加
熱 さ れ る Ｔ Ｐ Ｏ の 温 度 、 吐 出 量 に 基 づ い て 調 整 さ れ 、 こ こ で は 約 ０ ． ５ （ ｍ ｍ ） で あ る 。
な お 、 網 状 部 材 ２ ６ の 少 な く と も 一 部 を 樹 脂 で 形 成 し て い た 場 合 、 網 状 部 材 ２ ６ の 樹 脂 と
Ｔ Ｐ Ｏ と が 溶 融 す る こ と に よ り 、 網 状 部 材 ２ ６ と 外 皮 層 ３ ０ と は 、 よ り 強 固 に 結 合 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 収 縮 状 態 で 保 持 し た 螺 旋 管 ２ ４ を 用 い る こ と に よ
り 、 外 皮 層 ３ ０ の 収 縮 等 を 防 止 し 、 所 定 の 寸 法 を 確 実 に 維 持 で き る 可 撓 管 ２ ０ を 実 現 で き
る 。 さ ら に 、 可 撓 管 ２ ０ に は 、 収 縮 状 態 に あ る 螺 旋 管 ２ ４ が 軸 方 向 に 伸 長 し よ う と す る 力
が 加 え ら れ る た め 、 可 撓 管 ２ ０ は 、 湾 曲 し た 状 態 か ら 真 直 ぐ に 伸 び た 状 態 に 復 元 す る 弾 発
性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 螺 旋 管 ２ ４ 、 網 状 部 材 ２ ６ 、 外 皮 層 ３ ０ 等 の 材 質 、 形 状 、 サ イ ズ 等 は 本 実 施 形 態 に 限 定
さ れ ず 、 内 視 鏡 観 察 の 対 象 部 位 等 に 応 じ て 調 整 す る こ と が で き る 。 例 え ば 螺 旋 管 ２ ４ は 、
単 一 の 螺 旋 管 ２ ４ か ら 成 る 一 重 構 造 で は な く 、 ２ つ の 螺 旋 管 ２ ４ を 重 ね た 二 重 構 造 で あ っ
て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 ス コ ー プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 可 撓 管 の 一 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 自 然 状 態 に あ る 螺 旋 管 と 、 収 縮 状 態 に あ る 螺 旋 管 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 外 皮 層 を 成 形 す る た め に 作 動 中 の 押 出 し 成 形 機 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 押 出 し 成 形 機 の ヘ ッ ド 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ２ ０ 　 可 撓 管 （ 内 視 鏡 用 可 撓 管 ）
　 ２ ４ 　 螺 旋 管
　 ２ ６ 　 網 状 部 材
　 ３ ０ 　 外 皮 層 （ 外 皮 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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